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1.事業者名及び代表者名

銅林工業所

代表取締役 明瀬 哲治

2.所在地

〒376-0121

群馬県桐生市新里町新川826-1

3.環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者 代表取締役社長 明瀬哲治

環境管理責任者 営業課長 藤生幸司

担当 営業課 阿由葉[長] 大山、小林

4.事業内容

「自動車用電装部品に使用される金属プレス部品の製造]

5.事業活動の規模

6.認証登録対象範囲：銅林工業所全事業場及び全組織

事 業 概 要

活動規模 単位 2013年度 2014年度

製品生産量 千個 48,954 49,563

社員数 人数 42 48

延床面積 ㎡ 6,042 6,042
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環 境 方 針

基 本 理 念

当社の経営方針である「廉価で高品質のプレス部品を タ
イムリーに生産する」を基本として、プレス技術の改善、改
革を行い環境負荷の低減並びに環境保全に 取り組
むことで地域社会との調和を図ります。

基 本 方 針
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当社の生産活動に関わる環境負荷の低減を進めるに当
たり下記の基本方針を策定する。

 二酸化炭素、用水、廃棄物の減量化を推進する。
 グリーン購買を推進する。
 環境に関する法律を遵守する。
 化学物質管理を徹底する。
 全社員へ環境方針を周知すると共に環境教育を行う事で

環境に対する意識の向上を図る。
 環境方針は社外にも公表し、地域とのコミュニケーション

ツールとしても利用する。



推 進 体 制

【環境管理責任者】
環境MG

藤生 幸司

【EA21推進事務局】
[局長・環境SBMG]

阿由葉 光正

【環境委員会】
（毎週火曜日)
職制会議内

営 業技 術製 造

職名 役割
最高責任者 【代表取締役社長 明瀬 哲治】

① 環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者には、現在の責務に 関
わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

② エコアクション２１の構築・運用・維持に必要な経営諸資源（人材・資金・機器設備・技術技能を
含む）を準備する。

③ 環境方針を制定する。
④ エコアクション２１の構築・運用に関する情報を収集し、環境方針・環境目標をはじめシステム 全

体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。

環境管理責任者 【工場長 飯塚 啓一】
① エコアクション２１に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図り、目的を達成するために環

境委員会を運営する。
② エコアクション２１の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しのための情報として、

構築・運用に関する情報を最高責任者に提供する。

EA21推進事務局 【阿由葉事務局長 大山、小林】
① 事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション２１に関する実務全般を所管する。

部門長 【各部門長】
① エコアクション２１に関する実務、管理を各部門の先頭に起ち行う。
② 環境委員会に出席し、決定事項、エコアクション２１に関する情報を各部門の従業員へ提供する。

環境委員会 最高責任者・環境管理責任者・事務局・部門長で構成し、月1回環境管理責任者が招集する。 環
境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗管理等、エコアクション２１に関する全般を協議する。
上記職名以外の従業員も環境管理責任者が必要と認めた者は出席することができる。

全 従 業 員
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管 理

【環境最高責任者】
代表取締役

明瀬 哲治



環境目的
項目

管理実施項目

2013年度
2014年度

(“13年6月～”14年5月）
2015年度

(“14年6月～”15年5月）
2016年度

(“115年6月～”16年5月）

環境活動計画
内容

実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

二酸化炭素
排出量の
削減

二酸化炭素排出量
の削減

(kg-C02/売上百万円）
305.4 302.35

○

292.5
(-4.2%) 

299.29 296.24

①照明のLED化

（電力の削減）
(ｋｇ-CO2)

[排出係数0.378]

（185100.9）
（159780.6）

(-10.4%)

（ガソリン使用の削
減）

(ｋｇ-CO2)
（9781.2）

（9667.4）
(-16.9%)

（軽油使用の削
減）

(ｋｇ-CO2)
(5222.4）

（5516.4）
(-1.2%)

（灯油使用の削
減）

(ｋｇ-CO2)
（12748.7）

（11089.1）
(-3.3%)

（重油使用の削
減）

(ｋｇ-CO2)
（18967.4）

（21677.0）
(14.3%)

(二酸化炭素
排出量合計)

(ｋｇ-CO2)
(231820.6)

(213072.4)
(-8.1%)

一般廃棄物
の削減

廃棄物量の削減
（kg/売上百万円） 4.56 4.51

○
2.92

（-35.8%)
4.47 4.37

①持参したゴミの持
ち帰り運動

総排水量
の削減

水資源投入量の
削減

(m3/売上百万円)
1.67 1.65

×
2.29

(40.1%)

1.64 1.62

当社に於ける2013年度（2013/6/1～2014/5/31）の環境負荷実績を把握し、
２０１6年度までの目標を下記の通り定め活動を開始しました。

環境目標とその実績
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※東京電力 0.378kg CO2/kwh
※グリーン購入の推進に関しては適宜実施しております。
※TPマネージメント、C-TPM活動を通じて本業の改善を毎年行っております。
※トリクロロエチレンに関しても上記改善を行っております。



環境活動計画の取組と評価

活動計画 目標 環境活動の取組み結果の評価 達成状況

二酸化炭素
排出量の削減

1%削減

目標値よりも4.2%の削減を達成する事ができました。
環境改善として取り組みは推進力が弱まっていましたが生産性の向上が
結果に良い影響をもたらした。
来期は知恵を振り絞り更なる飛躍を目指したい。

○
4.2%  減
少

次年度への取組内容

来期は知恵を振り絞り更なる飛躍を目指したい。

廃棄物の削減
1%削減

・意識が年々高まり大幅に削減する事ができた。
・持参したゴミの持ち帰り運動を行った。

○
35.8%
削減次年度への取組内容

来期は知恵を振り絞り更なる飛躍を目指したい。

総排水量の削減
1%削減

水を使用するバレル研磨製品が増加した為使用量が増加した。

×
40.1%
増加

次年度への取組内容

次年度は管理を徹底し極小化を進める

2014年度[2014年6月~2015年5月]
目標＝2013年度対比
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※グリーン購入の推進に関しては適宜実施しております。
※TPマネージメント、C-TPM活動を通じて本業の改善を毎年行っております。
※トリクロロエチレンに関しても上記改善を行っております。



活動内容
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（蛍光灯→LED化)



総括・環境ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ状況

経営者総括

法規制等の名称 遵守状況 法規制等の名称 遵守状況

水質汚濁防止法 遵法
廃棄物の処理及び清掃に関する 法

律及び施行令
遵法

下水道法 遵法 労働安全衛生法 遵法

騒音規制法 若干規制値外 消防法 遵法

振動規制法 遵法
特定工場における公害防止組織の整

備に関する法律
遵法

PRTR法 遵法

環境関連法規への違反、訴訟等について

騒音規制法で定められている特定工場等騒音規制基準を若干外れている為、騒音低
減化に向けて改善を行います。又、関係当局からの指摘は無く、
同様に訴訟も御座いませんでした。
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環境コンプライアンス状況

エコアクション21をスタートし4年目が終了しました。
省エネの意識が全社に浸透してきております。
しかしながら用水を使用する仕事の増加でコントロールが効かず
前年度より大幅増となってしまいました。
来期からは様々な改善活動とリンクさせられるよう
検討して行きたいと思います。


